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のセッティングを示す「My トリップ」，日本の旅を詳細に描く「My オカーチャン」「My トモ
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ると渡せる気持ちが何倍にもなることを，彼はこの「トリップ」で知ったに違いな
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いいかわかんねえな・・・」。
ここでも「移動する家族」が「分散家族」（multi-sited family）に帰結することを暗示してい
るかのようである（川上，2018b）。
8. 「移動する子ども」というフィールド
私は文学研究者ではないので，岩城けい氏のこれらの作品を文学論的に論評することはでき
ない。ただし，「移動する子ども」学の視点から，次の3点を指摘したい。
岩城氏は物語を作っていくとき，人物設定をすると，その人物が勝手に動き出すと述べた 4。
岩城氏自身が25年前からオーストラリアに居住しながら国境を越えて移動したり，東京の出
版社と通信したり，家庭の内外で英語と日本語によるコミュニケーションを日常的に体験した
りするなど，モバイル・ライブズを生きている。したがって，第一点は，著者はモバイル・ラ
イブズの中で創作活動をしているという点である。
第二点は，物語の軸に，「移動とことば」があるという点である。登場人物が移動していると
いうことと，移動にともない複数言語環境で生活しているということがバイフォーカルな軸と
して物語世界を貫いているということである。
第三点は，「移動とことば」を特徴とするモバイル・ライブズに生きる人々の思い，葛藤，情
念，不安，希望など主観的な意味世界と，人としての生き方とアイデンティティを描いている
という点である。
一つだけ例を出そう。『ジャパン・トリップ』のショーンは国際離婚した親を持つ子どもで，
真人は海外に住む日本人同士の親が離婚した子どもといった単純な捉え方はできない。むしろ
著者が描いているのは，「移動とことば」によって彩られた世界である。著者は，真人の母が，
息子と夫を置いて帰国する（帰国せざるを得ない）女性の心情に寄り添い，かつ，息子より劣
る英語力でビジネスを起こし心がボロボロになる男性の心情にも寄り添い，その両親の生き方
に心が揺れる子どもたちを描いている。
これらの作品群は，モバイル・ライブズを生きる人々の「移動とことば」を軸とした生活世
4　2019年12月の「早稲田こども日本語研究会」の対談。
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界を描いている。オーストラリアに住む日本人の話とか，オーストラリアから日本にやってき
た子どもの話としか見られないのは，論者の視点が一ケ所に定住化している「天動説的視点」
による論評だからである。岩城氏の物語世界は，著者自身がモバイル・ライブズの中で動きな
がら捉える「地動説的視点」によって「移動する人々のリアリティ」を描いている 5。だからこ
そ，単なる「子どもの成長と自立の物語」ではなく，むしろ，今の時代を読み解く貴重な「ア
カデミックな研究」と言えるのである。
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